
学位論文審査に関するＱ＆Ａ 
 

論文の内容について 

 

Ｑ．学位論文はなぜ根拠論文の「コピー＆ペースト」ではいけないのでしょうか？ 

Ａ．学位論文は学位申請者の単著論文です。申請者自身の考えに基づき作成する論文です。従っ

て、根拠論文とは本文や図表が同一でないのは当然です。 

 

Ｑ．学位論文の作成にあたっては、根拠論文に含まれているデータを当然含めて作成します。根

拠論文の「コピー＆ペースト」ではなく、かつ「単著論文である博士学位論文として適切な

記述と図表」とはどのような記述と図表なのでしょうか？ 

Ａ．以下のような点に留意すればよいでしょう。 

例１：根拠論文では補遺になっているデータを、学位論文の「結果」の中で示し、記述

する。 

例２：必要に応じて適切な形で、根拠論文にはない図表を加え、記述する。具体例とし

ては、序論に背景説明の図表を加える、図表を用いて方法を説明する、申請者の修士課

程時代のデータまたは博士後期課程時代の未発表データを加えて記述する、あるいは考

察にモデル図を加えて議論するなどです。指導教員と議論して検討して下さい。 

 

Ｑ．どのような場合に根拠論文の「コピー＆ペースト」であると判断されるのでしょうか？ 

Ａ．以下のような場合は根拠論文の「コピー＆ペースト」であると判断され、学位論文とは認め

られません。あくまで例であり、以下の場合が全てではありません。 

例１：序論、結果、考察、方法など、根拠論文の英文を学位論文に章単位でほぼ丸写し

した場合。 

例２：図表内のアイテム、図表のレイアウト、そして図表の点数が、根拠論文と全く同

じ図表のみから構成されている場合。すなわち、完全な複製。 

 

Ｑ．根拠論文には共著者によって得られたデータも含まれています。学位申請論文に、その共著

者のデータを加える事はできるのでしょうか？ 

Ａ．共著者の同意が得られれば、共著者が行ったデータも学位論文に加える事ができます。ただ

し、共著者によって得られたデータであることを図の説明などに明記して下さい。 

 

Ｑ．使用言語は日本語と英語のどちらを選べばよいでしょうか？ 

Ａ．申請者の母国語によらずどちらも選択できます。ただし、英語を選択した場合、根拠論文の

「コピー＆ペースト」ではないかとの誤解を招かないように十分に注意して下さい（上述）。 

 

Ｑ．「タイトル、要旨、序論から図の説明文まで同じ言語（和文または英文）で作成すること。」

とありますが，和文で作成した上に、英文の要旨を添えても構わないでしょうか。 

Ａ．構いません。 

 

Ｑ．「タイトル、要旨、序論から図の説明文まで同じ言語（和文または英文）で作成すること。」

とありますが，学位論文は英文で作成したら、公聴会でのプレゼンテーション（質疑応答を



含む）も英語で行わなければならないのでしょうか。 

Ａ．その必要はありません。どちらの言語であれ、プレゼンテーションの練習をして公聴会に臨

んで下さい。 

 

Ｑ．学位論文を英文で作成する場合、学位論文と根拠論文の類似性を、論文盗用検索ソフト 

Wcopyfind を用いて調べて記載する欄があります。何パーセントの数字が妥当なのでしょう

か。 

Ａ．「論文盗用検索ソフト Wcopyfindの使用例」を参考にし、指導教員と議論して頂いて、ご判

断下さい。教務掛では回答できかねます。 

 

Ｑ．根拠論文ではない他の論文中の本文や図表を、自分の学位論文に使用してよいのですか。 

Ａ．他の論文の本文や図表を、自分の学位論文に使用する際には、盗用にあたらないように、適

切に引用するよう十分に注意して下さい。例えば、他の論文の本文を自分の学位論文に丸写

しする行為は、たとえ出典を記載したとしても盗用であり、許されません。 

 

 

論文の提出について 

 

Ｑ．論文は何冊提出すればいいですか。 

Ａ．申請時には５冊教務掛に提出していただいていますが、公聴会が終わり、手直しをされ製本

したものは、１冊（京都大学附属図書館）だけ提出していただければ結構です。 

 

Ｑ．論文の製本の「簡易製本」とは 

Ａ．「生命科学研究科学修要覧」レベルが簡易製本となります。背表紙も忘れないようにしてくだ

さい。ただし、簡易製本が必須なのは最終提出の１冊です。申請時に提出する５冊は、手直

しが入ることも多いので、もう少し簡便なもの（バインダー、フラットファイル綴じ等）で

も結構です。 

 

Ｑ．論文題目が英文のものについて、和訳を載せる必要がありますか。 

Ａ．論文には和訳を載せなくていいですが、表紙と背表紙は同一ものを記載してください。また、

論文目録には必ず和訳を載せてください。 

 

主論文・参考論文について 

 

Ｑ．総説を参考論文に載せていいですか。 

Ａ．載せても問題ありません。 

 

Ｑ．参考論文が、採択決定の場合、主論文と同じように採択決定の証明書提出は必要ですか。 

Ａ．提出してください。 

 

Ｑ．雑誌に掲載される予定ですが、すでに WEB 上（ON LINE）で閲覧可能な状態です。 

  その場合でも採択決定証明書提出は必要ですか。 

Ａ．添付した論文のコピーに ON LINE にでていることの情報が含まれている場合は必要ありま



せん。 

 

承諾書について 

 

Ｑ．日本語・英語の欄がありますが、どちらにも記入が必要ですか。 

Ａ．日本語・英語のどちらかにサイン（自署の場合は押印不要）があれば結構です。 

 

Ｑ．承諾書は、ファックスされたものでも構わないですか。 

Ａ．ファックスされたものではなく、本紙を提出してください。 

 

その他 

 

Ｑ．附図をＣＤで提出してもいいですか。 

Ａ．公表は紙ベースで行うことになっていますので、別冊にするなどして紙媒体で提出してくだ

さい。 

 

Ｑ．日本学術振興会特別研究員に採用されているのはどこに記入すればよいですか。 

Ａ．履歴書の研究歴欄にご記入ください。 

 

その他気をつけていただきたいこと 

 

・申請されるときの書類について 

審査願・論文目録・履歴書の日付は一致させてください。 

論文題目は大文字小文字まで一致させてください。 

履歴書に書かれる高校等の卒業日・修了日について確認をしておいてください。 

 京都大学の卒業・修了年月日は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成年月 卒業日（学部） 修士（修了日） 

１３・３ ２６ ２３ 

１４・３ ２６ ２５ 

１５・３ ２５ ２４ 

１６・３ ２４ ２３ 

１７・３ ２４ ２３ 

１８・３ ２４ ２３ 

１９・３ ２６ ２３ 

２０・３ ２５ ２４ 

２１・３ ２４ ２３ 

２２・３ ２４ ２３ 

２３・３  ２３ 

２４・３  ２６ 

２５・３  ２５ 

２６・３  ２４ 

２７・３  ２３ 



 

 

 

・論文について 

表紙・背表紙に、論文題目・氏名以外は記載しないでください。専攻名や分野名、「学位論文」

などを記載しないでください。 

論文題目と氏名は印刷し、保存中に剥がれる可能性があるシール等での貼り付けはしないでく

ださい。 

 

・学位論文の根拠となる発表（予定）論文が equal contribution の場合は、申請時に教務掛窓

口にて申し出てください。 



提出前に次の点について再度確認して下さい。 

 

☆提出期限（博士学位論文審査日程表を参照のこと。）を超える提出は一切認めませ

ん。提出期限に教務掛に体裁の整っていない学位論文の持ち込みをされても受け付

けませんので、余裕をもって作成してください。 

 

＜学位論文審査願＞ 

①「指導教員印」欄は押印されてますか？ 

  生命科学研究科の教授の先生が主査になられます。 

・指導教員が准教授の場合⇒指導教員の先生に主査をご担当していただける教授を確認

して下さい。 

②研究指導認定日は 3 年以上在籍している方は既に認定を受けている場合があるので、必ず

確認して下さい。 

③日付は申請書類一式を教務掛へ提出する日付を記載してください。 

 

＜学位論文＞ 

①表紙に論文題目と氏名は記載されていますか？ 

②学位論文の論文題目は論文目録の題目と全く同一ですか？ 

  ・英文の場合、大文字、小文字、斜体等も全く同一にしてください。 

③表紙と背表紙は題目・氏名以外は記載してませんか？また、全く同一ですか？ 

 

＜論文目録・履歴書＞ 

① 提出半月前までに教務掛へ提出して下見してもらいましたか？ 

 教務掛（150ronbun@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）へメール添付して送信してください。 

②日付は申請書類一式を教務掛へ提出する日付を記載してください。 

③論文目録の発表論文や参考論文の題目は添付した別刷り(またはコピー)の題目と全く同一

ですか？ 

  ・英文の大文字、小文字、斜体等も全く同一にしてください。 

④履歴書の日付は適切なもので確認して下さい。 

  ・高校や大学の卒業日は必ず卒業証書で確認して下さい。 

   もし、卒業証書がない場合は直接、高校や大学に問い合わせのうえ記載してください。 

 

＜学位論文の根拠となる発表(予定)論文・参考論文＞ 

①既に規定の国際誌に発表済みですか？ 

  ・発表済みでない場合は採択証明書を提出してください。 

②根拠論文の共著者全員の承諾書は準備できてますか？ 

  ・コピーや FAX ではなく必ず本紙を提出してください。 

③発表論文及び参考論文は別刷りでもコピーでも構いませんが、1 ページ目右肩に「主－1」

や「参考－1」、「参考－2」…と必ず記載してください。 

 

mailto:150ronbun@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

